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日 南線を走る観光特急「海
幸山幸」は、土・日・祝

日に宮崎駅から南郷駅間を運行し
ています。日南市の特産「飫肥杉」
をふんだんに使い、木のぬくもり
と杉の香り漂う列車として、運行
当初多くの鉄道ファンが乗車しま
した。現在は、海幸山幸に乗って、
飫肥や南郷に行く乗客が増え、市
の観光に必要不可欠な存在となっ
ています。列車は、一定時間駅に
停車。乗客は、訪れた場所をじっ
くりと見て回れるため、地域や住
民と触れ合う機会が多くありま
す。現在、下車した乗客の受け入
れを支えているのは、観光資源だ
けではなく、地域住民。散策マッ
プの作成や、車窓からの風景を楽
しませるため、子どもたちの元気
なあいさつや、沿線にコスモスの
植栽などを実施し、おもてなしの
心で迎え入れています。これらの
取り組みが、乗客に感動を与え、
利用者の増加とまちの活性化につ
ながっています。吉都線でも、不
定期ながら観光列車が走っていま
す。日南市の取り組みは、今後の
ヒントになるかもしれません。

観光列車の可能性
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きっとつながる。吉都でつなぐ
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献
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当
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行
す
る
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好
評
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す
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こ
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は
、
観
光
列
車
に
よ
っ
て
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話
題
を
つ
く
り
、
鉄
道
の
魅
力

を
創
造
す
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こ
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地
域
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活
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に
も
つ
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が
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全
国
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れ
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。

　

吉
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。
こ
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吉
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線
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齢
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。
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。

　

そ
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っ
た
中
で
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１
０
０
周
年
を
、
沿
線
自
治
体

に
住
む
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と
な
っ
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も
、
で
き
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が
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力
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た
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と
考
え
て
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ま
た
、
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て
取
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組
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で
い
る
の
で
、
一
過
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の

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
１
０
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少
し
で
も
つ
な
が
っ
て
い
く
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で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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